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不確かなこの先の未来も乗り越えられる力  

校長 清水 隆司 

 

 今年度の運動会。当日は晴天、そして練習に向けた日々も暑さや雨による影響もなく、

子供たちの力が発揮できた学校行事であったと思います。また、PTA 本部を中心に前日の

テント設営、当日の片付け、学校運営協議会による飲み物販売等、地域や保護者の方々に

ご協力いただきましたことに改めて御礼申し上げます。  

 

 さて、この運動会という行事はキャリア教育に大きく関連する取組です。キャリア教育

とは、文科省のホームページで次のように示されています。  

 

『人が生涯の中で様々な役割を果たす過程で、自らの役割の価値や自分との関係を見いだしていく

連なりや積み重ねが、「キャリア」であるとされています。一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要

な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育』 

 

 自分の役割を果たしたり、自分のよさや友達のよさに気付いたり、仲間と協力すること

を体験する中で子供たちは机上の学びでは得られない学びを経験していきます。それが子

供たちのキャリアとなります。この行事を通して「こんな自分になりたい」姿を目指し、

自らの役割を果たし（自己実現）、仲間と協力し（社会参画）、自他のよさに気付くこと

（人間関係形成）でキャリアを形成していきます。人が社会の中でよりよく生きていくた

めには欠かせない力です。近頃、世の中を騒がせているニュースを目にするたびに、キャ

リア教育で身に付く力が欠落しているが故に起こっている。そのようにすら思えてなりま

せん。 

 

 運動会の閉会式で６年生が運動会前日に書いた作文を紹介しました。保護者の方々から

拍手もあり、名前は紹介しませんでしたが、自分の作文だと分かっています。きっと嬉し

かったことだと思います。閉会式での校長の話をご紹介します。 

 

校長先生は、一昨日、応援団の団長と副団長と校長室でお話をしました。そのことに触れて

お話ししようと思います。 

赤・白勝ち負けがあるものだから結果があるのは仕方がない。でも、校長先生は負けた側の

応援団にいつも心を動かされる。頑張ってきた人にしかできない表情、涙、そういったものがた

くさん詰まっているから、と伝えました。 

結果はどうあれ、今日まで頑張ってきたことは何にでも代えがたい大切な経験です。ダンスで
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失敗をした、徒競走で一着になれなかった、そんなことよりも頑張ってきた自分を褒めて、家に

帰ったら家族の皆さん、たくさん褒めてあげてください。先生方もたくさん褒めてあげてくださ

い。よく頑張りました！ 

最後に昨日 6 年生が運動会へ向けて書いた作文から一つ紹介して終わりとします。 

 

「・・・前は声をかけることができなかったけれど、全校練習で下級生に大きめの声で声をかけられる

ようになって下級生と話す機会が増え、前よりも仲良くなれた気がしました。運動会を通して叶えたい

自分に一歩近づいた気がしました。私はどんな事でも勇気を出すことは大切だなと思いました。・・・」 

 

みなさんはどう思いましたか。勝ち負けだけでない大切な学びができたことがいいですね。 

 

 キャリアとは経験の積み重ねです。運動会という学校行事の中で経験し、自分で感じた

ことを振り返ることで学んだことが価値付けられます。その価値付けは、子供に関わる全

ての大人たちが認め、励ましていくことで次の経験へと生かされていくものです。 

 

 「テストで１００点だったら、〇〇を買ってあげる。」「徒競走で１着だった、〇〇を

食べにいける。」のような、結果が達成できたか否かだけの価値観では、子供の価値観も

できたからよかった、できなかったから駄目だったし、自分には無理なんだ…できなかっ

た自分を認められない…そんな価値観が残ります。今の世の中は、「予測困難で不確実、

複雑で曖昧」時代です。自分がやってきたことが必ず認められるとは限らないし、簡単に

ひっくり返されることもあります。自分が頑張っていても予期せぬことに振り回されるこ

とだってあります。だからこそ、６年生が味わったような普遍的な価値観をその子のキャ

リアとして積み重ねることが大切だと考えます。学校と家庭、地域で、そのような経験を

味わわせ、積み重ねていくこと。これが弐分方小学校の教育の柱です。 

 

 次は学習発表会です。学校と家庭で子供が学んだことを見取り、学びを価値付けていき

ましょう。自分の行動や役割、生き方、そして仲間との関わりから学んだことを積み重ね

ていきます。保護者の皆様、ご多用の中ではございますが、子供たちへの温かいメッセー

ジをよろしくお願いいたします。 

 

★写真撮影のガイドラインについて★ 

 現在、６月の臨時保護者会でお伝えした内容で運用しています。先日、ＰＴＡ本部が保

護者の皆様からご意見を募る形で取りまとめ、学校に提出されたものを基に検討していき

ます。改めてホームアンドスクールでガイドラインはお示しし、学期末の保護者会でもご

説明できたらと考えています。 

 

 

 

 

 



 

日 曜日 全体の行事等 １年行事 ２年行事 ３年行事 ４年行事 ５年行事 ６年行事 1 2 3 4 5 6

1 日

2 月 全校朝会 4 4 5 5 5 5

3 火

4 水 B時程 5 5 5 5 5 5

5 木 B時程 就学時健診 4 4 4 4 4 4

6 金 集会 クラブ クラブ クラブ 5 5 5 6 6 6

7 土

8 日

9 月 全校朝会　B時程 4 4 5 5 5 5

10 火 読み聞かせ　朝読書　朝学習 5 5 5 6 6 6

11 水 B時程 5 5 5 5 5 5

12 木 避難訓練 5 5 6 6 6 6

13 金 集会 代表委員会 委員会 委員会 4 5 5 5 6 6

14 土
15 日

16 月
朝学習　教育実習終　読書週間開

始 4 4 5 5 5 5

17 火 朝読書　朝学習 5 5 5 6 6 6

18 水 B時程 5 5 5 5 5 5

19 木 いいなタイム　 5 5 6 6 6 6

20 金 開校記念日　集会　読書週間終 リーダー会議 リーダー会議 4 5 5 5 6 6

21 土

22 日

23 月

24 火 朝読書　朝学習 5 5 5 6 6 6

25 水 B時程 5 5 5 5 5 5

26 木 5 5 6 6 6 6

27 金 学習発表会 4 5 5 5 5 5

28 土 B時程　学習発表会 4 4 4 4 4 4

29 日

30 月 振替休業日

生活科見学

生活科見学（予備日）

11月の予定

※１１月９日（月）６年１組のみ研究授業のため６時間授業になります。


